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「経済」とは何か？
けいざい なに

「経済」とは、生活を支える社会のしくみのことです。ここでいう生活とは、
ヒトがお金を稼いで商品を消費する活動のことです。

生活を支える社会のしくみ
せいかつ ささ しゃかい

！！

生活とは、モノを消費すること
せいかつ しょうひ



社会のしくみとは、ヒトが資源を使って生活に必要なモノを生産して、それを分配させるしく
みのことです。簡単にいうと、 「資源配分」の活動やしくみのことです。

社会のしくみ＝生産と分配のしくみ
しゃかい せいさん ぶんぱい

資源 企業 市場 家計 幸福
しげん きぎょう しじょう かけい こうふく

価格

(生産活動） 交換の場 (消費活動)

モノ

カネかかく

せいさん かつどう こうかん ば しょうひ かつどう



資源配分とは、人間の生活に必要なモノ（生産物）を生産・分配・消費
する一連の活動やしくみのことです。

生産 分配 消費

資源配分

資源
しげん

しょうひん

しげん はいぶん

せいさん ぶんぱい しょうひ



経済体制
けいざい たいせい

ところで、生産と分配のしくみのことを「経済体制」といいます。モノや労働
をカネと交換する市場取引で資源配分を行う経済体制を「市場経済」と
いいます。

生産者 消費者

企業 家計

市場経済

モノ、労働

交換

せいさんしゃ しょうひしゃ

きぎょう かけい

しじょう けいざい

ろうどう

こうかん



市場経済とは、財市場と労働市場における市場取引で資源配分を行うしく
みのことです。市場取引とは、市場で決まる適正な価格で取引（売買）を行
うことです。



資源配分の活動やしくみのこと

「経済」の意味
けいざい いみ

つまり、「経済」とは、資源配分の活動やしくみのことを意味します。より限定
的にいうと、「市場経済」のことを指します。

市場経済

しげん はいぶん かつどうなに

しじょう けいざい



「経済」の意味を検索エンジンで調べると、「生産・分配・消費」、「金銭
のやりくり」、「倹約」、「政治」といった説明に遭遇します。いったい、どう
理解したらよいでしょう。

ちょっと待った！
ま



デジタル大辞泉（小学館）

Goo 辞書

１ ㋐人間の生活に必要な財貨・サービスを生産・分配・消費する活動。
また、それらを通じて形成される社会関係。
㋑金銭のやりくり。「わが家の―は火の車だ」
㋒費用や手間のかからないこと。倹約。

２ 《「経国済民」「経世済民」の略》国を治め民を救済すること。政治。

辞書で調べると
じしょ しら

「経済」の意味を検索エンジンで調べると、「生産・分配・消費」、「金銭
のやりくり」、「倹約」、「政治」といった説明がなされています。ここに、
「資源配分」という説明はでてきません！

ｰ ｰ ｰ



もっと、データを集めて

経済

この疑問を払拭するために、もっと、「経済」に関連する使用例を集めて整理し
て見ましょう。「共通する意味」を引き出すために検索の視点を変えてみます。

企業

生産者

ヒト

きぎょう

せいさんしゃ

家計

消費者

かけい

しょうひしゃ

モノ 生産物
せいさんぶつ

カネ 貨幣
かへい



集めたデータ（用例）を「ヒトの行動」、「モノの数量」、「カネの働き」というフォル
ダを作って整理してみます。分類の基準は、各データ（定義）の「共通点」です。

集めたデータを整理する！

ヒトの行動 モノの数量 カネの働き

お金のやりくり、節約、倹約、GDP、利益、市場経済

選択 付加価値 交換

家政、経営、政治（統治）、最終生産物、商品、取引、商売

あつ せいり

こうどう すうりょう はたら

かせい けいえい せいじ とうち さいしゅうせいさんぶつ しょうひん とりひき しょうばい

かね せつやく けんやく ジ－・ディ・ピー りえき しじょう けいざい

せんたく ふかかち こうかん



すると、「ヒトの行動」というフォルダには、「収支の管理（運営）」という意味を
もつデータ（用語）が集まりました。

ヒトの行動
お金のやりくり

選択

家政 経営 政治（統治）
かせい けいえい せいじ とうち

かね

せんたく

家計 企業 政府

（商品の売買）

かけい きぎょう せいふ

こうどう

しょうひん ばいばい

共通する意味
きょうつう いみ

節約、倹約
せつやく けんやく

（支出の削減）
ししゅつ さくげん

収支の管理(運営）
しゅうし かんり うんえい

(収支の均衡)
しゅうし きんこう

➀

上手な買物
じょうず かいもの



たとえば、家政は、家計が収支を「管理」することです。仕事から得られる収入と、
モノを買うために使う支出のバランスをとることです。

家政とは、家計の行動を統制すること。

統制とは、適切な選択をすること。
かせい かけい こうどう とうせい

とうせい てきせつ せんたく



「お金のやり繰り」とは、収支のバランスをとることです。「節約」や「上手な買
い物」で幸せな生活を送ることです。節約とは、むだ遣いをやめて切りつめる
ことです。上手な買い物とは、最も価値のあるものを買うことです。

お金のやり繰り

上手な買物

節約

かね く

せつやく

じょうず かいもの

仕事から得られる収入 モノを買うための支出
しごと え しゅうにゅう か ししゅつ



ちなみに、経済（economy：エコノミー）の語源は、ギリシャ語「オイコノミア」
（Oikonomia）に見出せます。家政という意味です。また、日本語の経済は、中
国の古典に見られる記述「経世済民」を略したものです。統治という意味です。

経済（economy：エコノミー）の語源

「オイコノミア（Oikonomia）」 「経世済民」

けいざい ごげん

（家計を管理する） 統治家政
かせい かけい かんり とうち

けいせい さいみん

古代ギリシャ 中国
こだい ちゅうごく



「モノの数量」というフォルダには、「生産物」という意味をもつデータ（用語）
が集まりました。 「利益」は生産物の価値を 、「GDP」は一国の経済規模を
表します。

共通する意味
きょうつう いみ

すうりょう

モノの数量

経済規模

価値

生産物

GDP（国内総生産）

利益 付加価値

商品 最終生産物
しょうひん さいしゅう せいさんぶつ

ジ－・ディ・ピー こくない そうせいさん

りえき ふかかち

せいさんぶつ

けいざい きぼ

かち②



モノとは、生産物のことです。生産物とは、土地（天然資源）と資本（道具・機械）
に、人間の労働力（働きかけ）を加えることで、生み出される品物のことです。
経済学では、この3つの資源（土地、資本、労働）のことを「生産要素」と呼んでいます。



経済学では、生産物のことを、財・サービス、商品、最終生産物と呼びます。



有形（形がある）の生産物のことを「財」といいます。家具家電、食料品、衣類、雑
貨などのことです。無形（形がない）の生産物のことを「サービス」といいます。運
輸、飲食、医療、教育などのことです。２つ合わせて「財・サービス」といいます。

財・サービス



生産物は、その使用目的によって「最終生産物」と「中間生産物」にわけられます。
同じ生産物であっても、家計が消費する生産物のことを「最終生産物」と呼びます。
企業が生産の原材料として使用する生産物のことを「中間生産物」と呼びます。



売上ー原価＝利益(儲け）
うりあげ げんか りえき もう

１００億円 70億円 30億円

付加価値
ふ か か ち

企業活動の成果
きぎょう かつどう せいか

商売
しょうばい

会

社

ところで、企業は、営利を目的として商品を販売して利益（儲け）を得る活動をしてい
ます。原材料費(70億円）を使って100億円の売上があった場合、利益は30億円にな
ります。企業価値が利益の分だけ増加しているので、これを付加価値と呼びます。

但し、売上＝単価×数量
ただ うりあげ たんか すうりょう



中間生産物の価格 最終生産物の価格
ちゅうかんせいさんぶつ かかく さいしゅう せいさんぶつ かかく

商品価格の内訳
しょうひん かかく うちわけ

げんか しょうひん かかく りえき

原価＋利益＝商品価格
げんか りえき しょうひんかかく

0円 30円 ３０円

もし、原価が０円ならば、商品価格＝利益！？

商品価格は、原価に利益を加えたものです。もし、原価が0円であれば、商品価格
と利益は一致します。ここでいう原価と利益は、商品一個あたりの価格（単価）の
ことです。



たとえば、最終生産物（テーブル）の価格は、企業Ａ、企業Ｂ、企業Ｃの利益を足し合わせたもので
す。つまり、各企業の付加価値の合計になります。しかし、この説明に違和感を持たれる方も多いで
しょう。それは、企業Aの原価が０円である理由がわからないからです。よく見ると、自然資源の価
格が0円になっています！

企業A 企業B 企業C
きぎょう きぎょう きぎょう

利益 10,000円 ＋利益 40000円 ＋ 利益 50,000円

販売価格 10,000円 販売価格 50,000円 販売価格 100､000円

素材生産業者 木材加工業者 家具メーカー
そざいせいさんぎょうしゃ もくざいかこうぎょうしゃ かぐ

原価 0円 原価 10,000円 原価 50,000円

合計100,000円

付加価値

最終生産物の価格
丸太 角材 テ―ブル

ふか かち

さいしゅうせいさんぶつ かち

自然資源
しぜんしげん

価格0円



自然資源は、市場で取引されないので、価格はありません。市場で取引される生
産物（丸太）は、自然資源に労働が加わった加工品です。ここで、生産物の価格
は、労働に対するものです。簡単にいえば、手間賃の価格です。

自然資源
しぜん しげん

0円 ？！

使用価値(有用性)の価格は不明！

交換価値は、0円 市場で取引されない。だから、価格はない。
しじょう とりひき かかく

こうかん かち かかく

しよう かち ゆうようせい かかく ふめい

丸太の価格
まるた かかく

労働
ろうどう



ＧＤＰ（国内総生産）とは、一国の経済規模を示す指標です。日本の国内（領土内）で
1年間（1単位期間）に新たに生産された財・サービスの総取引額のことです。最終
生産物の総取引額のことです。生産物が完売するとき、総取引と総生産は、一致します。

最終生産物の総取引額

総取引量 総生産量

さいしゅう せいさんぶつ そう とりひき がく

そう とりひき りょう そう せいさんりょう
＝

価値 価格 違いは？
かち かかく ちが

完売すると想定すると、両者は等しい！
かんばい そうてい りょうしゃ ひと

価格は、生産物の価値を貨幣単位(円とかドル)で表したものです。

つまり、数量の価値を貨幣単位で表したものが金額です。
かかく せいさんぶつ かち かへいたんい えん あらわ

すうりょう かち かへいたんい あらわ きんがく



経済学では、利益のことを付加価値と呼びます。付加価値とは、各企業の生産活動によって、商
品（製品）に新たに付け加えられた価値という意味で、製品の販売価格から原材料費を差し引
いた儲（もう）けの部分のことです。付加価値は、利潤（営業余剰）と賃金（雇用者報酬）を合計
したものです。付加価値の合計は、総産出額から中間生産物の取引額の合計を差し引いたもの
に等しくなります。これを国内総生産（ＧＤＰ）または国民総所得（ＧＮＩ）といいます。

付加価値

＝製品の販売額ー原材料費 → もうけの部分のこと

ふかかち

せいひん はんばいがく げんざいりょうひ ぶぶん

（例）ケーキの販売額を100円、

原材料費（砂糖、卵、小麦粉など）を70円とすると、

付加価値（ケーキ屋さんのもうけ）は30円

れい はんばいがく えん

げんざいりょうひ さとう たまご こむぎこ えん

ふかかち や えん

（最終生産物の取引額→ 最終生産額という）

総産出額＝最終生産物の合計＋中間生産物の合計
そうさんしゅつがく さいしゅうせんさんぶつ ごうけい ちゅうかんせんさんぶつ ごうけい

さいしゅうせんさんぶつ とりひきがく さいしゅうせいさんがく

GDP（国内総生産）

または

GNI（国民総所得）

ジー・ﾃﾞィ・ピ－ こくないそうせいさん

ジー・エヌ・アイ こくみんそうしょとく

最終生産物の合計
さいしゅうせいさんぶつ ごうけい

付加価値の合計
ふかかち ごうけい



GDPは、一国の総生産量の価値を金額で捉えたものです。「経済はGDPのことであ
る」と定義するとき、「経済は付加価値のことである」と言い換えられます。

【経済＝GDP→付加価値】
けいざい ジー・ディ・ピー ふかかち



市場経済 経済体制

取引 市場取引 商売（資本主義）

「カネの働き」というフォルダには、「資源配分」という意味をもつデータ（用語）が集まりました。 「取
引」は、モノとカネを交換する分配（流通）のしくみです。市場経済は、市場取引で資源配分を
行うしくみのことです。市場取引とは、市場で決まる価格で取引することです。企業（生産者）は商
売により、モノを社会に供給する役割を果たしています。このしくみを「資本主義」と呼んでいます。

共通する意味
きょうつう いみ

はたら

カネの働き

しげん はいぶん

しじょう けいざい けいざい たいせい

こうかん ぶつぶつ こうかん

交換 物々交換

とりひき しじょう とりひき しょうばい しほんしゅぎ➂

資源配分のしくみ



たとえば、「取引」とは、商品とお金（代金）を交換することです。生産者と消費者が
売買に合意することです。取引は、「物々交換」を発展させたしくみのことです。

商品

市場価格

取引
とりひき

しじょう かかく

しょうひん

う て

売り手 買い手
か て



市場では、公正な価格で取引（売買）が成立します。これを市場取引といい
ます。取引は市場経済の本質（最も大事な性質や要素）が「交換」にあるこ
とを表しています。



市場経済(体制)とは、市場を通じて財を流通させる、総所得を分配さ
せるしくみのことです。市場経済は、財を流通させる「財市場」と、
所得を分配する「労働市場」で構成されています。



市場経済は、企業（生産者）と家計（消費者）が市場で決まる適正価格で取
引をすることで、モノ（商品）を流通させるしくみのことです。つまり、取引とい
う「交換」のしくみで資源配分を行う経済体制のことです。



ちなみに、市場均衡とは、供給（売り注文）と需要（買い注文）が一致し
て安定している状態のことです。最適な資源配分を達成している状態の

ことです。

理想的な資源配分とは、

市場均衡
しじょう きんこう

りそうてき しげんはいぶん

需要供給

きょうきゅう じゅよう



最後に、各フォルダの本質を表す定義を一つだけ選び出してみましょう。「ヒト
の行動」のフォルダから「家政」を、「モノの数量」のフォルダから「ＧＤＰ」を、
「カネの働き」のフォルダから「取引」を取り上げます。

各フォルダに整理されたデータ（用語）

ヒトの行動 モノの数量 カネの働き

お金のやりくり、節約、倹約 利益、GDP 市場経済

選択 付加価値 交換

家政、経営、政治（統治） 商品、最終生産物 取引、商売

かく せいり ようご

こうどう すうりょう はたら

かせい けいえい せいじ とうち しょうひん さいしゅうせいさんぶつ とりひき しょうばい

かね せつやく けんやく りえき ジ－・ディ・ピー しじょう けいざい

せんたく ふかかち こうかん



すると、「経済」の概念は、「家政」「GDP」、「取引」というトライアングル図に
まとめられます。

経済の意味
けいざい いみ

経済

ヒト

モノ カネ

意義
い ぎ

GDP

家政

取引

かせい

とりひきジー・ディ・ピ－

けいざい

経済＝家政
経済＝GDP
経済＝取引



ヒトの行動に経済の本質があると考えるとき、「経済＝家政」と定義できます。家計は、効用の最大
化を目指して行動します。企業は、利潤の最大化を目指して行動します。

経済＝ 家政
けいざい かせい

効用の最大化

きぎょう

企業

か けい

家計
こうよう さいだいか

利潤の最大化
りじゅん さいだいか

経営
けいえい

管理
かんり

家政
かせい

（運営）
うんえい



モノの数量に経済の本質があると考えるとき、「経済＝GDP」と定義できます。 「経済成長
（GDPを増やすこと）」が国民生活を向上させるという主張です。経済成長には、技術革新が必
要で設備投資や労働人口を増やすことが重要と考えます。

経済＝ GDP
けいざい ジー・ディ・ピー こくない そうせいさん

「経済成長」とは、GDPを増やすことなり!!
けいざい せいちょう ジー・ディ・ピー ふ

(国内総生産)

設備投資を増やして生産量を増大させる。

労働人口を増やして生産量を増大させる。

〇

〇

せつびとうし ふ せいさんりょう ぞうだい

ろうどうじんこう ふ せいさんりょう ぞうだい

技術革新！〇

ぎじゅつかくしん



カネの働きに経済の本質があると考えるとき、「経済＝取引」と定義できます。取
引とは、市場経済（体制）の中枢機能をなす「交換のしくみ」です。現在、経済学者
の多くは、「市場経済」を最適な資源配分のしくみと考えています。

経済＝ 取引
けいざい とりひき

「市場経済」
しじょうけいざい りよう しげんはいぶん おこな

取引とは、価格を決めてモノとカネを交換すること。

財市場でモノとカネを、労働市場で労働とカネを交換するしくみ

市場メカニズムが働くと、市場均衡する。

とりひき かかく き こうかん

ざいしじょう ろうどう しじょう ろうどう こうかん

しじょう はたら しじょうきんこう 取引量が最大になる。
とりひきりょう さいだい

は、カネを利用して資源配分を行うしくみ



“経済” 定義
けいざい ていぎ

ヒトの行動 「家政」
こうどう かせい

➀

すうりょう ジー・ディ・ピー

モノの数量 「GDP」②

➂
はたら とりひき

カネの働き 「取引」



ところで、経済学者は、
けいざい がくしゃ

「経済」をどう定義しているの？
けいざい ていぎ

声：音読さん



少し、アカデミックな視点から経済の定義を見直すと、「選択」、「付加価値」、
「交換」というトライアングル図に変わります。

「経済」
けいざい

経済

ヒト

モノ カネ

奥義
おうぎ

付加価値

選択

交換

せんたく

こうかんふかかち

けいざい

取引

家政

GDP

アカデミックな視点で の意味
してん いみ



資源をどのように利用して生活するかを決めるのは、「人間である」ということを
強調したいときに、「経済＝選択」と定義します。

経済＝ 選択
けいざい せんたく

資源の稀少性 から、ヒトは選択を迫られる。
しげん きしょうせい せんたく せま

何かを達成するために、

トレードオフ ｘ

何かを犠牲にしなければならない関係のこと。
なに たっせい

なに ぎせい かんけい

（希少性）



少し、アカデミックな視点から経済の定義を見直すと、「選択」、「付加価値」、
「交換」という定義トライアングルで捉えらえます。

「経済」
けいざい

アカデミックな視点で の意味
してん いみ

☆ ロビンズの稀少性定義
下記の定義は、著作『経済学の本質と意義』（1932年）からの引用です。
「経済学は，様々な用途に使える稀少性のある資源と目的との間の関係としての人間
行動を研究する科学である。」(P15もしくは P16））

（Scarcity definition）
Lionel Charles Robbins （1898 - 1984）, British economist
Book "An Essay on the Nature and Significance of Economic 
Science" (1932) 

"Economics is the science which studies human behaviour as a 
relationship between given ends and scarce means which have 
alternative uses."
(Ch I P15 or P16)

（1898 - 1984）、イギリスの経済学者

ライオネル・チャールズ・ロビンズ

かせい

ヒト

選択
せんたく

家政

ロビンズは、資源（土地、労働、資本）の稀少性から、人間の行動は制約を受け、選択を迫られる運命
にあると主張しています。現在世代の幸福と将来世代の幸福のどちらを選ぶのかは、難しい問題です。
この選択には、正解はありません。

現在世代 将来世代

幸福
こうふく

げんざいせだい しょうらいせだい

資源の稀少性
しげん きしょうせい



「現在の経済活動の成果」を生産量の価値で捉えようと考えるとき、「経済＝付加
価値」と定義します。

経済＝ 付加価値
けいざい ふかかち

付加価値を高める方法には、
ふかかち たか ほうほう

りょう しつ こうじょう かんが

量ではなく質の向上を考える！

付加価値とは、生産によって新たに付け加えられた価値のこと
ふかかち せいさん あら つ くわ かち



少し、アカデミックな視点から経済の定義を見直すと、「選択」、「付加価値」、
「交換」という定義トライアングルで捉えらえます。

「経済」
けいざい

アカデミックな視点で の意味
してん いみ

☆ マーシャルの物質主義的定義
下記の定義は、著作『経済学原理』（1890年）の冒頭からの引用です。
「政治経済学または経済学は、日常生活の実務（取引）における人間の研究である。
それは個人的ならびに社会的な行為のうち，福祉の物質的要件の獲得とその使用に
きわめて密接に関連している部分を取り扱うものである。
それゆえ、経済学は一面においては富の研究であると同時に、他面においては人間
研究により重要な側面を持っている。」 (第１巻,2頁) 

（Materialist definition）
Alfred Marshall、( 1842 - 1924), British economist
Book"Principles of Economics"（1890）
"Political Economy or Economics is a study of mankind in the ordinary business of 
life; it examines that part of individual and social action which is most closely 
connected with the attainment and with the use of the material requisites of 
wellbeing.
Thus it is on the one side a study of wealth; and on the other, and more important 
side, a part of the study of man.（"Principles of Economics"ch1）

(1842 - 1924)、イギリスの経済学者

モノ

付加価値
ふかかち

GDP

アルフレッド・マーシャル

ジｰ・ディ・ピー

現在世代

幸福
こうふく

げんざいせだい

経済成長
ジｰ・ディ・ピー けいざいせいちょう
GDP

マーシャルは、「現在世代の幸福」の追求に意義があると主張しています。「富」
とは、「経済成長」のことです。ＧＤＰを増やすことです。「付加価値」は、「Ｇ
ＤＰ」を洗練された言い方に代えたものです。



市場経済は、市場を使って個人が物々交換をする資源配分のしくみです。市場経
済の本質は、取引という「交換のしくみ」にあります。「経済＝交換」と定義します。

経済＝ 交換
けいざい こうかん

交換のしくみが、平和な生活をもたらす。
こうかん へいわ せいかつ

仲良く暮らす知恵を「物々交換」に見つけたり!
なかよ く ちえ ぶつぶつ こうかん み



「経済」
けいざい

アカデミックな視点で の意味
してん いみ

① サミュエルソンの定義
下記の定義は、著書『経済学』1992年版からの引用です。

「経済学とは、社会が稀少な資源から価値ある商品をどのように生産してさまざまな
人々（生活者）へ分配する方法の研究である。
経済学とは、貨幣、金融、資本、および富の研究である。」
原文 Definitions of Economics
Economics is the "study of how societies use scarce resources to 
produce valuable commodities and distribute them among different 
people."
Economics is the study of money, banking, capital, and wealth.
Economics 14th Edition International Editions 1992
Chapter 1 Introduction P3 Definitions of Economics
Paul Anthony Samuelson (Author) (著), William D. Nordhaus 
(Author) (著)
出版社: McGraw-Hill Inc.,US; 14th版 (1992/3/1)
ISBN 0-07-112811-5

（1915－2009）、米国の経済学者

こうかん

ポール・アンソニー・サミュエルソン

とりひき

カネ

交換取引

サミュエルソンは、経済学を「資源配分のしくみ」の研究と定義しています。ここでいう経済
体制とは市場経済のことです。 「交換」は、「取引」を洗練された言い方に代えたものです。

経済体制 市場経済
けいざいたいせい しじょうけいざい



アカデミックな見地から見直すと
けんち みなお

「家政」 「選択」
かせい せんたく

➀

ジー・ディ・ピー ふか かち

「GDP」 「付加価値」②

➂
とりひき こうかん

「取引」 「交換」

(お金のやりくり)



経済＝資源配分
けいざい しげん はいぶん

したがって、「経済＝資源配分」と捉えると、「経済とは、資源配分の活動やし
くみのこと」と定義できます。



「経済」のように複雑で捉えどころのない現象を理解するには、大局的に全体
像を把握することが重要です。 勉強を続けていれば、自然と細かいところまで
理解できるようになります。すぐにわからなくても心配無用です。

ざっくり概念で捉える！!
がいねん とら



では、また次回



制作金融大学
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